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が中学校に入った夏休みのこと、家中のバ

ケツが消えたことがありました。

裏庭に洗濯物を干しに行くと、3分の2ほど水が

入った青いポリバケツが並んでいて、そのうちの

いくつかには新聞紙のふたがしてありました。「こ

んなにたくさんのバケツに水張ってどうするの？」

と聞くと、「生物がどうやって発生するか見たかっ

たの」そういって、毎日バケツの水を覗いていま

す。「ひとつはうちの井戸水。ひとつは三国の水道

水。もうひとつは田んぼの水と、その横の小川の水。

生き物が本当に水の中から発生するのか、どんな

水から発生するのか。それとも他から飛んでくる

のか。バケツに新聞紙でふたをしたものとしない

もの、藻や草をいれたものといれないものと比べ

て調べているの。」その答えがどうなったのか、夏

の仕事に追われてすっかり忘れてしまいましたが、

何もなかったバケツの水の中にアメンボウやボウ

フラが泳いでいたのを覚えています。生き物がど

こからどうやって発生するのか、私には今でも不

思議でたまりません。

稲刈りが終わって、干からびた田んぼの切り株

の根元で虫たちが鳴き、霜が降るころにはその姿

を隠し、田んぼは雪の下で冬を越します。春にな

ると、土に肥料を与え、再び水が張られ、早苗が

揺れ、その合間をいつの間にかどうやって発生し

たのか、今までいなかったみずすましやアメンボ

ウやおたまじゃくしが泳ぎ回ります。稲が伸びて、

こどもたちが夏休みに入るころ、白い小さな花を

つけ、やがて穂をつけてお米が実る。そのお米を

食べることによって私たちの命は繋がり、田んぼ

が維持され、生き物たちも生きています。食べも

のと命と自然の環境と切っても切れないつながり

の中で私たちは生きている。でも、それが当たり

前になっていて、当たり前のことは心の目で見よ

うとしない限り見えません。

夏の時期、稲穂を渡る田んぼの風のやさしい涼

しさ。稲の葉を食べるクサキリバッタやウンカ。

ウンカを食べるクモ。おたまじゃくしから孵った

蛙。蛙を狙う白鷺やごい鷺、トンビ。稲株の下で

は壮絶な生き物たちの戦いがあります。

私たちが生きる中で大切なものを見失ったとき、

自然の足下のなかに生きる原点があり、私たちの

働く農業の現場は私たちにいつも大切なことをみ

せてくれます。今、起きている現象や事象の中に

ひそむ何故だろうという疑問や心が探究心を生み、

知識を求め、その意味や原因を教えてくれます。

心の目を開いて日常を見、自然の声に心を傾け、

一つひとつの問題をどうしたらよいか考え、行動

する。それが知恵であり、生きる力です。

経済論理が先行する中、今、生きる力が学校教

育の中や日々の生活、学問の中でも見落とされ、

知識が何のための知識なのかが忘れられ、生きる

力となる知恵は生活の中から見失われてしまって

います。見失った生きる力を取り戻すには数多く

の現場体験がなければ育ちようがないことを農家

の女性たちは肌で感じています。

子供のころの疑問が大人になってわかってくる

ことが往々にしてあります。その疑問が与えられ

た疑問なのか、自由な発想による疑問なのか。農

家の女性たちは自由な発想の疑問をたくさん持っ

ていますが、知識を体系付けて考えるということ

は苦手です。

このたび師走のあわただしさを前に、農業環境

技術研究所と私たち田舎のヒロインわくわくネッ

トワークの交流会の実現のきっかけとなったのは、

この知恵と知識の交流をきっかけに現場と研究者

をつなぐという試みがあったからです。知識をた

くさん身につけた研究者の方々が現場の農家の自

由な発想の女性たちに接し、これからの世の中の

ためになる研究をなさってくださることが、日々

の仕事をやりくりして日本の北から南から参加し

た私たちの本望です。こういう試みが将来の様々

な問題解決の糸口となることを確信しているから

です。
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